
・3月7日：総会

総会資料の作成について

・総会資料の印刷は外注することを検討する。10万円以内を目標。

・会則も予備を印刷しておき、新規加入者の配布できるようにする。

・会則はホームページからもダウンロードできるようにする。

・2月23日：総会資料印刷（150部）

⑤下谷原地区自治会11月定例会議事録

⑥下谷原自治会地区の浸水対策に関する意見交換会備忘録

⑦令和2年12月度活動計画（案）

⑧人的集積マップ

議事

前回の議事報告（竹本）：配布資料⑤～⑦について報告を行った。ただし活動計画は以下の
ように変更。

・1月は次期防災計画を作成、次年度役員案検討

・2月7日：臨時役員会、手当支給

・2月14日：総会資料締め切り

・12月の資機材の点検は延期

内　　容

配布資料

①令和2年12月下谷原地区定例会レジメ・報告事項

②豊春地区自治会連合会12月定例会次第

③豊春地区自治会連合会会則の一部改正について

日　時 2020年　12月　20日（日）　　9時　００分～　１0時30分

吉澤副会長挨拶：コロナが再拡大しているので十分注意して行動してほしい。

小川会長挨拶：今日は外で機材の点検や習熟をする予定だったが、寒気が来ていることと、
コロナの再感染が広がっているので中止にしたい。ただし、機材の点検や習熟は必要なこと
なので、定期的に行ってほしい。

打合せ議事録

件　名 下谷原地区自治会　１2月定例会議
作
成
者

竹本

④　新型コロナウィルス感染症に関する取組について

場　所 大沼区画整理記念館１F洋室

出　席　者

自治会本部役員

各組長・各班長

別表出席者表による（リモート出席者はＲで表示）
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・令和2年度は体育祭とふれあい子供祭りが中止になっただけでそれほど多くの費用が余っ
たわけではない。

・配布資料⑧：中之堀川周辺には昼間人口5000人に達する。これに対する対策を市は何も
やっていないことが心配である。

・当自治会としてはある程度のお金はプールしておきたい。

・谷原中学校が廃校になったが、その後の使い方の計画はあるのか。

・ヘリポートや災害時資材の集積場になると聞いている。

・会長は自治会がある程度の予備金を持っていることが必要だと考えているが、最終的に余
剰金の使い方は総会で提案し承認されるべきだ。

以上

質問など

6条：会の組織

21条：会の運営方法

附則の追加：令和3年度に限り、会則13条（1）アの均等割り会費を10000円から5000円に、同
会則13条イの世帯割会費を100円から50円とする。

配布資料④：全国の自治会で行っている新型コロナウィルス感染症に関する取組について
紹介があった。

・下谷原地区自治会も令和2年度は活動の自粛をしたため余剰金が発生していると思うが、
次回の定例会までに決算予想を作ってほしい。余剰金の額を確認したい。

配布資料②：連合会会則を一部改正した。

・ふれあいキューブの印刷室はとりあえず予約しておく。外注の場合はキャンセル。

・今日、定例会の後に総会資料作成の担当者を決定する。

・次期役員は2月7日までに決定する。

・来年度、青パトに協力してくれる人も推薦してほしい。

小川会長報告
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